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歯を磨くこともごく簡単なことであると多くの人は思っているが、意識を失っている人の口腔内を
清潔に保つのは非常に難しくまた危険な仕事であり、よほど熟練した看護師でないと有効にしかも

安全に実施できない。実際、患者の口腔内の状態は看護ケアの質を
もっともよく表すもののひとつである。

オーラルケアの沿革

「オーラルケアは大切」と
いってもエビデンスに乏し
かった。



オーラルケアが

肺炎発症を約4割減少させた！

Yoneyama et al. Lancet. 1999 Aug 7;354(9177):515.

看護師、介護士に
歯科医師、歯科衛生士が加わっ

た連携チーム

VS

看護師、介護士チーム



これをきっかけに、医療、介護分野
でオーラルケアが注目されるように
なった。



オーラルケアを取り巻く言葉まとめ

日本歯科医師会と日本歯科医学会が定義した



これまで言われていたやつどこいった？

専門的口腔ケア
普及的口腔ケア
機能的口腔ケア
器質的口腔ケアとか、はて？



「口腔ケア」は謎の会社が商標持ってて使いずらい

眞木吉信老年歯学 32;422-425,2018



「口腔のケア」と言っている。
闇が深い。

小関ら j Dent Hlth 64:425-426,2014



ではなんて言ったらいいの？
がんセンターなどの研究指針を見てみると、



「BOC」や「オーラルケア」を
使った方が良さそうね！

BOCと統一する。
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問題１

口腔の環境およびオーラルケアについて間違っているものを全て選べ

a. 第一大臼歯は６番という

b. 口腔内のバイオフィルムは洗口で除去できる

c. 適切なオーラルケアにより唾液分泌が促進される

d. 歯石はブラッシングで除去できる

e. スポンジスワブで歯磨きする

13



プラーク＝口腔細菌

ブラッシングしないと取れない

どこが異常？

ぬめりをゴシゴシ



歯式がわかると話がしやすい

１２

４

３

５

６

７

中切歯
側切歯

犬歯

第一小臼歯

第二小臼歯

第一大臼歯

第二大臼歯



口腔細菌の増殖

唾液１ｍｌ中細菌数：１億＝約１ｍｇ
１日あたりの唾液量：１０００ｍｌ

プラーク中の細菌は５時間に１回分裂

↓
１日１ｇの量の菌が増殖する

↓
５時間で２倍になる
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口腔内の観察目的

私たちは口腔内の変化に自分で気づくことができます。
（痛い、腫れている、血が出た、歯が欠けた、食べにくい etc.)

患者さんは自分で気がつかない、

気づいても言えないことがあります。

だから、オーラルケア時に観察して変化に気づいてあげよう！

でも



どうすれば「変化に気づく」ことができるのか？

1. 正常を知っている
（歯の数、かたち、歯茎、口腔粘膜、義歯、意識、呼吸、空嚥下）

2. 見落としがない
（開口、ライトアップ、観察順序、義歯の着脱）

3. スタッフ間で共有している
（知ってると見える、気づく）

私に見えないものはない



観察

全身

顔

口唇

頬粘膜

舌

右上

上前歯

左上

左下

下前歯

右下

呼吸

表情 覚醒状態

口蓋

ポジショニング

乾燥

乾燥

舌苔
色

乾燥

食渣

プラーク

歯肉（腫れ・色）

虫歯

動揺（歯周病）

乾燥

出血

義歯

※２

※１

皮膚
粘膜炎・潰瘍

※３

歯

唾液の空嚥下
※４ から

湿性嗄声
※５



象牙質が見えるけど
心配ないわね

1. 正常を知っている

どうすれば「変化に気づく」ことができるのか？

（歯の数、かたち、歯茎、口腔粘膜、義歯、意識、呼吸、空嚥下）



下顎隆起があるけど正常ね

どうすれば「変化に気づく」ことができるのか？

1. 正常を知っている

（歯の数、かたち、歯茎、口腔粘膜、義歯、意識、呼吸、空嚥下）



正常どうすれば「変化に気づく」ことができるのか？



口腔粘膜：

口唇 ：

舌 ：

歯肉 ：

歯 ：

義歯 ：

色の変化、びらん、潰瘍、白苔などの病変、湿潤（乾燥）、義歯周囲の
変化（発赤、潰瘍）

色の変化、びらん、潰瘍、乾燥（観察前、開口前の保湿を推奨）

舌苔、潰瘍、腫大、動きを確認

色、腫脹、出血、排膿の有無

欠損状態、歯の色、動揺、う蝕、歯石

破損、ひび割れ、新たな欠損

観察項目まとめ



どうすれば「変化に気づく」ことができるのか？

1. 正常を知っている
（歯の数、かたち、歯茎、口腔粘膜、義歯、意識、呼吸、空嚥下）

2. 見落としがない
（開口、ライトアップ、観察順序、義歯の着脱）

3. スタッフ間で共有している
（知ってると見える、気づく）

私に見えないものはない



ここで保湿

開口できる？

・大きな汚れはここでとる

・義歯を外す

口唇と頬粘膜

2. 見落としがない（開口、ライトアップ、観察順序、義歯の着脱）



• 開口できているか（保湿、顎関節の異常）
• 明るく照らしているか
• 順番に観察しているか
• 義歯は外した？

どうすれば「変化に気づく」ことができるのか？

1. 正常を知っている
（歯の数、かたち、歯茎、口腔粘膜、義歯、意識、呼吸、空嚥下）

2. 見落としがない
（開口、ライトアップ、観察順序、義歯の着脱）



3. 観察したら（気づいたら）

B
O C

→スタッフに共有（知ってると見える、知らないと見えない）
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オーラルケアを行う体位について

どんな体位がいいのか？

・患者さんが誤嚥しない体位
・術者がケアしやすい体位

セルフケア可能・一部介助が必要な方

1. 基本は座位

2. 枕があると良い（頭を支えて後屈させない）

3. 足の裏を床につける

4. 若干前かがみ



セルフケアが困難な方

誤嚥しにくい体位と組み合わせて行う

1. 顎を引く
2. 顔は横むき
3. 側臥位と組み合わせる
4. 足底をつける（膝枕など）

座位＞ファーラー位＞セミファーラー位＞側臥位＞仰臥位誤嚥しにくい体位

45度くらい
誤嚥しにくい

25度くらい
上から見えるので
オーラルケアしやすい
側臥位と組み合わせる
顔を横に向ける

術者の腰が痛くなる
→口の位置を術者のお
へその高さにあげる



ベーシックオーラルケア（BOC）

保湿

ブラッシング

粘膜清掃

舌清掃

洗浄・回収

歯ブラシ

水など

スワブ うがい

ガーゼで拭き取り



保湿動画デモ





回収動画デモ（BOC＋）





メモプラーク（赤いところ）を除去するのに不適切なものはどれ？

スポンジでプラークは落とせません
（ブラシじゃないです）
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デンタルリンスの使い方は？

洗口剤は「デンタルリンス」、「マウスリンス」と呼ばれています。

液体なので、歯磨剤が届かないところに届く！

デンタルリンスの効果

①う蝕予防

②歯周病予防

③口腔粘膜の保湿
（あったりなかったり）

ブラッシングの
後に使います。



オススメ

1. グルコン酸クロルヘキシジン含有

2. 塩化セチルピリジウム含有
殺菌成分

3. ノンアルコール

乾燥させない、刺激が少ない

• アルコール含有
• クロルヘキシジン含有

• これはノンアル
• アルコールありのGUM
もあります

• セチルピリジウム含有

• 保湿効果あり
• 牛乳アレルギーに禁

デンタルリンスの使い方は？



1. 原液をそのまま使用するか、希釈して使うかCheck!!

2. ガラガラうがい（咽頭のうがい）は用途外

3. 就寝前に使用する（唾液分泌が減少する就寝中を狙う）

4. 洗口の前にはしっかりブラッシング！

ブクブクうがい用です

デンタルリンスの使い方は？



問題１

口腔の環境およびオーラルケアについて間違っているものを全て選べ

a. 第一大臼歯は６番という

b. 口腔内のバイオフィルムは洗口で除去できる
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鉄剤の「鉄」とお茶の「タンニン」が反応して「タンニン酸

第三鉄」が生成され、歯の表面に黒褐色に着色します。

おまけ

義歯が真っ黒な患者さんいませんか？



次亜塩素酸と超音波洗浄

おまけ

真っ黒な義歯の洗い方



ホームワーク （ゆっくり考えてみてください）

オーラルケアについて、正しいものを全て選べ

a. 口腔粘膜炎の重症化は予防できる

b. 敗血症や感染性心内膜炎の原因菌に口腔細菌がある

c. 出血傾向があってもオーラルケアは中止しない

d. 就寝時に義歯は外し、洗浄液につけておく

e. 口腔内の保湿に白ごま油を使用する

45



こんなお口、どうします？



1. 口を開けてくれない

2. 出血傾向がある

3. 口腔乾燥が強い

4. 口腔粘膜炎

5. 挿管中のオーラルケア

6. 誤嚥性肺炎（摂食嚥下障害）など

Next step !!!



極める、オーラルケア。















メディア掲載



適切なオーラルケア(BOC)を当たり前に！



一緒に学び続けましょう！

ガンバロー！

ご静聴ありがとうございました！

インスタで
動画が見られ
ます。


